手術室この一年 by 山田 智子
各科の現況と展望
手術室この一年
手術室看護科長　山田　智子
　平成20年4月から手術室の科長として辞令を
受け，「あっ」と言う間に9ヶ月が過ぎました．
手術室の溢れんばかりの機器の多さに圧倒され，
日々事務処理に追われる毎日でした．手術室業務
としては本年は2300件丁度と通年と比較すると
やや件数は少なめですが，おおきな事故もなく無
事に手術を終えられたのは，係長をはじめスタッ
フや関係職種の皆様のご協力のおかげだと感謝し
ております．
＜今年の評価＞
r手術を受けられる患者さんが安全で安心できる
質の高い看護を提供する』を手術室の看護方針と
し，それを達成するため
＜目標＞
1．固定チームナーシングにおけるチーム目標・
　個人目標を明確にし，課題が達成できる．
2．事故防止に努める．
3．業務改善．
4接遇に留意した看護業務を遂行できる．
の4点をあげました．まだ具体的な評価はこれか
らですが1．についてはスタッフ全員への個人面
談ができていないこともあり，十分にサポートす
ることができませんでしたが，日々の業務の中で
それぞれの役割を発揮できるような関わりを心が
けました．2については各スタッフの事故への問
題意識が高く，自発的な報告が徹底されています．
毎月，チーム会で検討されたKYTをミーティン
グで全員で呼称し注意喚起がされています．今年
は医療機器の操作が臨床工学科より手術室スタッ
フに委託され，不慣れな点で事故報告が目立ちま
したが，TQMの中で機器操作のマニュアルの作
成など実施され，改善しようと対策を講じてきま
した．3については，業務担当係長が主体となり，
物品センターや総務の方々の協力を得て，多数の
物品をSPDに変更する事で，医療請求伝票や購買
票の手書き業務が減り，負担が軽減されました．
BチームのTQMでは手術室の清掃や洗浄業務の
マニュアルを改正し，中央材料室のスタッフの協
力を得たり，器材庫・クリーン室・洗浄室の動線
を考えた物品の整理などが行われました，4につ
いては術前訪問や入室の際は，自己紹介してから
名前を名乗っていただく事が習慣化されており，
不安を軽減できるように配慮している姿勢は全ス
タッフに浸透されているとおもいます．
〈看護研究〉
　看護ケアの実施忘れを防止するために全身麻酔
用のクリニカルパスを作成し，「スタッフの看護へ
の意識の変化について」の分析をまとめました，
〈勉強会〉
　今年はレガシー・血流計・腹腔鏡下の撮影機器
など医療器機の勉強会に集中してしまいました，
〈新人や異動者の教育〉に関して，定例会を設けて
いなかっため，プリセプターへの負担が大きかっ
た事と思います．
〈今後の展望〉
　昨年は何事についても，スタートが遅かったの
で本年は4月から新体制でスタートできるよう今
から準備を始めていきたいと思います．
①固定チームナーシングに関しては昨年の西野先
生の助言を綿密に検討し，それぞれの役割の明文
化やスタッフのやりがい感をもって手術室看護が
実施できるようなチーム活動の推進
②プリセプターについては定例会を実施し，タイ
ムリーに指導・教育に関わり補佐していける体制
の整備，
③術前および術後訪問やケーススタディーなど周
術期看護の充実．
④病院収益に貢献できるようコスト意識を高め，
その機能を十分発揮できるよう，業務リーダーの
育成．など一つ一つ昨年の反省を踏まえ，具体的
な対策を立てて実践していきたいと思います．患
者さんには安全と安心をスタッフには自信とやり
がいを実感してもらえるような環境や体制の整備
を図っていきたいと思いますので，今後ともご指
導，ご協力をお願い致します．
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